
　

厚
生
労
働
省
研
究
班（
代
表
＝
今
井

博
久
・
国
立
保
健
医
療
科
学
院
統
括
研

究
官
）は
、
各
都
道
府
県
の
が
ん
対
策

推
進
計
画
や
実
行
計
画
書（
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
）の
評
価
報
告
を
ま
と
め
、

群
馬
、
埼
玉
な
ど
7
府
県
に
つ
い
て
、

「
が
ん
対
策
推
進
が
懸
念
さ
れ
る
」
と

し
て
、
改
善
を
求
め
た
。

　
が
ん
対
策
推
進
計
画
は
、
２
０
０
７

年
施
行
の
が
ん
対
策
基
本
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
評
価
は
、
計
画
に
改

善
を
促
し
、
が
ん
医
療
の
地
域
格
差
の

解
消
を
目
指
す
目
的
で
行
わ
れ
た
。「
懸

念
」が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、群
馬
、埼
玉
、

京
都
、
和
歌
山
、
高
知
、
香
川
、
熊
本

の
各
府
県
。
研
究
班
は
、「
10
年
以
内

に
が
ん
死
亡
率
を
20
％
下
げ
る
」な
ど

の
国
の
目
標
に
基
づ
い
て
各
都
道
府
県

が
作
成
し
た
推
進
計
画
を
予
防
、
検
診

な
ど
6
分
野
２
２
４
項
目
に
分
け
て
点

数
化
し
、
偏
差
値
を
算
出
。
さ
ら
に
推

進
計
画
を
具
体
化
す
る
実
行
計
画
書
を

3
分
野
に
、
5
段
階
で
評
価
し
た
。

�

…
7
月
19
日
付
読
売
新
聞

　

地
方
プ
ロ
レ
ス
団
体
の「
大
阪
プ
ロ

レ
ス
」（
阪
上
雄
司
会
長
）が
、
兵
庫
県

宝
塚
市
内
で
8
月
に
開
設
さ
れ
る
高
齢

者
介
護
施
設
の
運
営
に
参
加
す
る
。
プ

ロ
レ
ス
団
体
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み

だ
。

　
大
阪
プ
ロ
レ
ス
は
、
小
規
模
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設「
茶
話
本
舗
」を
全
国

で
展
開
す
る
日
本
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
東
京
都
）
の
事
業
に
参
加
。
8
月
に

開
所
す
る「
茶
話
本
舗
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
宝
塚
仁
川
」を
レ
ス
ラ
ー
が
慰
問
し

た
り
、
プ
ロ
レ
ス
観
戦
を
企
画
し
た
り

す
る
予
定
だ
。

　
阪
上
会
長
に
よ
る
と
、
運
営
参
加
に

は
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
一
つ
は「
お

年
寄
り
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
レ
ス
ラ
ー
に
体
操
を
考
え
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
る
」。
も
う
一
つ
が「
高

齢
化
す
る
レ
ス
ラ
ー
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア（
引
退
後
の
仕
事
）と
し
て
の
介

護
活
動
へ
の
参
加
」だ
。

　
38
歳
の
ビ
リ
ー
ケ
ン・キ
ッ
ド
は「
思

う
よ
う
な
プ
ロ
レ
ス
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う

す
る
か
。
僕
た
ち
は
お
客
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
。
人
を

楽
し
ま
せ
た
り
、人
の
役
に
立
っ
た
り
、

介
護
の
仕
事
に
は
共
通
す
る
部
分
も
あ

る
。
現
役
生
活
を
送
り
な
が
ら
介
護
の

資
格
を
取
れ
る
な
ら
、
あ
り
が
た
い
」

と
言
う
。

　
気
は
優
し
く
て
力
持
ち
。
そ
ん
な
レ

ス
ラ
ー
が
介
護
を
変
え
る
か
も
し
れ
な

い
。�

…
7
月
14
日
付
朝
日
新
聞

　
お
年
寄
り
が
日
帰
り
で
入
浴
や
食
事

な
ど
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
通
所

介
護
施
設
で
、
宿
泊
利
用
が
広
が
っ
て

い
る
。
背
景
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
不
足
が
あ
る
。
通
所
施
設
に
泊
ま

る
こ
と
を「
お
泊
ま
り
デ
イ
」と
呼
ぶ

言
葉
も
生
ま
れ
て
い
る
が
、
介
護
保
険

の
適
用
外
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
法
律
上
の

明
確
な
規
定
も
な
く
、
行
政
の
指
導
は

届
か
な
い
。

　
神
奈
川
県
が
昨
年
実
施
し
た
調
査
で

は
、
全
体
の
1
割
弱
に
あ
た
る
１
２
２

施
設
で
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
1
年
以
上
連
泊
し
て
い
る
利

用
者
が
い
る
施
設
が
17
あ
っ
た
。
66
施

設
で
は
、
男
女
で
部
屋
を
分
け
て
い
な

か
っ
た
。

　
夜
間
の
職
員
配
置
の
基
準
も
な
い
。

川
崎
市
で
は
、
昨
年
1
月
と
今
年
2
月

に
、
80
代
と
70
代
の
女
性
が
吐
い
た
物

を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
亡
く
な
っ
た
。

市
の
担
当
者
は「
事
故
当
時
、
職
員
が

何
人
い
た
か
も
報
告
書
に
書
い
て
い
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
」。
有
料
で
宿
泊

さ
せ
る
に
は
旅
館
業
の
許
可
が
必
要
だ

が
、
市
は「
実
費
程
度
の
低
料
金
で
、

業
と
は
言
え
な
い
」と
、
許
可
を
と
る

よ
う
指
導
は
し
て
い
な
い
。

　
東
京
都
は
昨
年
、
通
所
施
設
で
の
宿

泊
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
1
人
当
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
独
自
の
規
定
を
設
け

た
が
、
そ
う
し
た
動
き
は
珍
し
い
。

　
と
は
い
え
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
多
く
、
行
き
場
を
失
っ
た

高
齢
者
の
需
要
は
あ
る
。

　
通
所
介
護
施
設
で
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、厚
生
労
働
省
は
10
年
か
ら
、

介
護
す
る
人
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
な

ど
の「
緊
急
時
の
受
け
皿
」と
し
て
、

介
護
保
険
を
適
用
す
る
検
討
を
始
め
て

い
る
。だ
が
、安
全
面
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
実
現
に
は

時
間
が
か
か
る
と
い
う
。

　

現
状
の「
お
泊
ま
り
デ
イ
」に
つ
い

て
、
同
省
老
健
局
振
興
課
の
川
又
竹
男

課
長
は「
業
者
に
配
慮
し
つ
つ
や
っ
て

も
ら
う
し
か
な
い
」と
話
し
て
い
る
。

�

…
7
月
4
日
付
朝
日
新
聞

　
２
０
１
０
年
度
末
時
点
で
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
度
を
判
断
す
る
た

め
の「
要
介
護
認
定
」を
受
け
た
人
が

５
０
６
万
人
と
、
初
め
て
５
０
０
万
人

を
超
え
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
費
用
か
ら
利
用
者
負
担
を
除
い

た「
給
付
費
」も
初
め
て
7
兆
円
を
突

破
。
厚
生
労
働
省
が
29
日
に
集
計
結
果

を
公
表
し
た
。

　
要
介
護
認
定
は
、
必
要
度
が
軽
い
順

か
ら
要
支
援
1
～
2
、
要
介
護
1
～
5

の
7
段
階
に
分
か
れ
る
。
厚
労
省
に
よ

る
と
、
10
年
度
末
時
点
で
認
定
を
受
け

た
人
は
、
前
年
度
末
よ
り
22
万
人

（
4
・
5
％
）増
加
。
制
度
が
始
ま
っ
た

が
ん
対
策
「
問
題
あ
り
」

7
府
県

大
阪
プ
ロ
レ
ス
が

介
護
運
営
に
参
加

選
手
引
退
後
の
活
動
も
視
野

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
宿
泊
」

増
加
に

届
か
ぬ
行
政
の
目

要
介
護
認
定

５
０
０
万
人
突
破

介
護
保
険
給
付
費
7
兆
円
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00
年
度
の
約
2
倍
に
な
っ
た
。
全
体
の

6
割
を
軽
度（
要
支
援
1
～
要
介
護

2
）の
人
が
占
め
た
。

　

10
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は

7
兆
２
５
３
６
億
円
で
、
前
年
度
よ
り

5
・
6
％
増
え
た
。
高
齢
化
で
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
今
後
も

増
え
る
見
込
み
で
、
厚
労
省
は
今
年
度

の
給
付
費
は
8
・
4
兆
円
、
25
年
度
に

は
19
・
8
兆
円
に
な
る
と
試
算
し
て
い

る
。�

…
6
月
30
日
付
朝
日
新
聞

　

日
本
老
年
医
学
会（
理
事
長
・
大
内

尉
義
東
大
教
授
）は
27
日
、
高
齢
者
の

終
末
期
に
お
け
る
胃
ろ
う
な
ど
の
人
工

的
水
分
・
栄
養
補
給
に
つ
い
て
、
導
入

や
中
止
、
差
し
控
え
な
ど
を
判
断
す
る

際
の
指
針
を
決
定
し
た
。

　

指
針
は
医
療
・
介
護
関
係
者
向
け
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
人
工
栄
養
補
給

を
導
入
す
る
際
は
、「
口
か
ら
の
摂
取

が
可
能
か
ど
う
か
十
分
検
討
す
る
」な

ど
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
胃
ろ
う
な
ど
の

処
置
で
延
命
が
期
待
で
き
た
と
し
て

も
、
本
人
の
意
向
な
ど
に
そ
ぐ
わ
な
い

場
合
、
複
数
の
医
療
関
係
者
と
本
人
・

家
族
ら
が
話
し
合
っ
た
う
え
で
合
意
す

れ
ば
差
し
控
え
が
可
能
と
し
た
。

　

人
工
栄
養
補
給
を
開
始
し
た
後
で

も
、
苦
痛
を
長
引
か
せ
る
だ
け
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
再
度
、
話
し

合
っ
て
合
意
す
れ
ば
、
栄
養
分
の
減
量

や
中
止
も
で
き
る
と
し
た
。

　
医
療
側
に
対
し
て
は
、
患
者
側
が
適

切
な
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

�

…
6
月
28
日
付
読
売
新
聞

　
高
齢
者
医
療
を
担
う
医
師
の
2
人
に

1
人
が
、
過
去
1
年
間
に
胃
ろ
う
な
ど

の
人
工
栄
養
法
を
途
中
で
中
止
し
た

り
、
最
初
か
ら
差
し
控
え
た
り
し
て
い

た
こ
と
が
、
朝
日
新
聞
社
と
日
本
老
年

医
学
会
の
共
同
調
査
で
わ
か
っ
た
。
中

止
を
経
験
し
た
医
師
だ
け
で
も
2
割
い

た
。
患
者
・
家
族
の
希
望
な
ど
が
理
由

だ
。

　
胃
ろ
う
の
目
的
は
、
自
分
の
口
で
食

事
を
と
れ
な
く
な
っ
た
患
者
が
、
回
復

す
る
ま
で
の
栄
養
補
給
だ
。
本
人
の
不

快
感
が
少
な
い
う
え
、
介
護
者
が
手
入

れ
し
や
す
く
、
導
入
数
が
増
え
た
。
厚

生
労
働
省
研
究
班
の
調
査
で
は
、
胃
ろ

う
に
し
た
認
知
症
の
高
齢
者
約
1
千
人

の
半
数
が
、
８
４
７
日
以
上
、
生
存
し

て
い
た
。
一
方
で
、
回
復
の
見
込
み
や

患
者
・
家
族
の
事
情
を
考
慮
せ
ず
に
使

う
ケ
ー
ス
も
増
加
。意
識
も
な
い
ま
ま
、

寝
た
き
り
状
態
が
長
く
続
く
高
齢
者
の

存
在
が
問
題
に
な
っ
た
。

　
今
回
、
朝
日
新
聞
は
同
学
会
と
共
同

で
、
終
末
期
の
高
齢
者
へ
の
人
工
栄
養

の
実
態
を
探
る
た
め
、
同
学
会
の
医
師

会
員
４
４
４
０
人
を
対
象
に
6
月
上

旬
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
、1
千
人（
回

答
率
23
％
）か
ら
回
答
を
得
た
。
こ
の

結
果
、
過
去
1
年
間
に
、
胃
ろ
う
な
ど

の
人
工
栄
養
を
中
止
し
た
り
、
差
し
控

え
た
り
し
た
経
験
の
あ
る
医
師
は
51
％

を
占
め
た
。
中
止
は
22
％
で
、
1
人
あ

た
り
平
均
で
4
・
0
回
、
中
止
し
て
い

た
。

　

中
止
の
理
由
を
複
数
回
答
で
聞
く

と
、「
下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
医
学
的
理

由
」が
68
％
と
最
多
で
、「
本
人
の
苦
痛

を
長
引
か
せ
る
」が
30
％
、「
家
族
の
希

望
」28
％
と
続
い
た
。
医
師
側
か
ら
家

族
に
中
止
を
提
案
し
た
医
師
も
12
％
い

た
。

　
最
期
が
近
づ
い
た
患
者
に
、
過
剰
な

栄
養
を
入
れ
る
と
、
む
く
み
や
痰
が
出

て
、
肉
体
的
な
苦
痛
を
伴
う
。
ま
た
、

意
識
の
な
い
ま
ま
、
死
ま
で
の
時
間
が

長
く
な
り
、
本
人
や
家
族
が
望
ま
な
い

延
命
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
胃
ろ

う
な
ど
を
中
止
す
れ
ば
、
一
般
的
に
患

者
は
1
週
間
か
ら
10
日
で
亡
く
な
る
。

　
一
方
、
患
者
側
は
中
止
を
希
望
し
た

が
、
法
的
、
倫
理
的
な
問
題
が
あ
る
と

考
え
、
中
止
し
な
か
っ
た
医
師
も
11
％

い
た
。

　
ま
た
、
48
％
の
医
師
が
差
し
控
え
を

経
験
し
て
い
た
。平
均
で
6・7
回
だ
っ

た
。
家
族
の
希
望
が
69
％
で
最
多
で
、

「
患
者
の
苦
痛
を
長
引
か
せ
る
と
判
断
」

が
48
％
、「
本
人
の
意
思
を
家
族
か
ら

伝
え
ら
れ
た
」が
42
％
と
続
い
た
。

　
病
院
へ
の
入
院
時
や
施
設
へ
の
入
所

時
に
、
人
工
栄
養
の
導
入
や
中
止
に
つ

い
て
、
24
％
の
医
師
が
書
面
で
意
思
を

確
認
し
て
い
た
。

　
同
学
会
の
指
針
は
、
人
工
栄
養
法
に

つ
い
て
、
患
者
本
人
や
家
族
の
意
思
を

尊
重
し
、
支
援
す
る
の
が
目
的
。
状
況

に
よ
り
中
止
や
差
し
控
え
も
選
択
肢
と

な
る
手
順
を
示
す
。

�

…
6
月
24
日
朝
日
新
聞

　
重
い
慢
性
腎
不
全
の
患
者
が
受
け
る

人
工
透
析
に
つ
い
て
、
日
本
透
析
医
学

会（
理
事
長
・
秋
沢
忠
男
昭
和
大
教
授
）

は
、
終
末
期
の
患
者
家
族
が
希
望
し
た

場
合
な
ど
に
つ
い
て
、
透
析
の
中
止
や

開
始
の
見
合
わ
せ
も
可
能
と
す
る
提
言

を
ま
と
め
た
。
23
日
、
札
幌
市
で
開
か

れ
た
同
学
会
総
会
で
明
ら
か
に
し
た
。

　
国
内
で
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
患

者
は
約
30
万
人
い
る
が
、
70
歳
以
上
で

の
開
始
が
約
半
数
と
高
齢
化
し
て
い

る
。
終
末
期
の
患
者
へ
の
透
析
の
あ
り

方
が
現
場
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、同
学
会
は
作
業
チ
ー
ム
を
設
け
、

導
入
や
継
続
を
見
合
わ
せ
る
際
の
具
体

的
な
手
順
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　
体
調
が
悪
化
し
医
学
的
理
由
か
ら
安

全
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
だ

け
で
な
く
、
判
断
能
力
が
あ
る
患
者
が

自
ら
透
析
を
拒
否
し
た
場
合
や
、
自
分

で
は
判
断
能
力
が
な
い
終
末
期
患
者
で

も
家
族
が
拒
否
し
た
場
合
は
、
見
合
わ

せ
や
中
止
の
対
象
と
す
る
。
医
療
側
か

ら
見
合
わ
せ
や
中
止
を
提
案
し
、
同
意

を
得
て
行
な
う
こ
と
も
あ
る
と
し
た
。

�

…
6
月
24
日
付
読
売
新
聞

　

急
増
す
る
認
知
症
に
対
応
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
は
来
年
度
か
ら
新
た

な
認
知
症
対
策
に
乗
り
出
す
。

　
専
門
職
に
よ
る
訪
問
チ
ー
ム
が
発
症

初
期
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、
自
宅
で
長

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が
狙
い
。

症
状
が
悪
化
し
て
、
精
神
科
病
院
へ
長

期
入
院
す
る
こ
と
も
防
ぐ
。
5
か
年
の

整
備
計
画
を
策
定
し
、
自
治
体
が
作
る

医
療
・
介
護
計
画
に
も
反
映
さ
せ
る
。

　
新
対
策
の
柱
の
1
つ
が
、
看
護
師
や

保
健
師
、
作
業
療
法
士
な
ど
、
認
知
症

を
学
ん
だ
専
門
職
に
よ
る「
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」の
創
設
だ
。
チ
ー
ム
は
、

全
国
に
約
４
０
０
０
か
所
あ
る
自
治
体

の
介
護
相
談
窓
口
な
ど
に
設
置
す
る
。

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
本
人
や
家
族
の
生
活
状
況
を
聞

き
取
り
、
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
。
本

人
の
理
解
力
が
残
る
初
期
の
う
ち
に
、

症
状
の
進
行
の
見
通
し
を
説
明
し
、
財

産
管
理
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
う
。
火
災
予
防
の
た
め
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
を
電
化
式
に
変
え
る
な
ど
、

生
活
環
境
も
整
え
る
。
家
族
へ
の
心
理

的
な
ケ
ア
も
行
な
う
。

�

…
6
月
17
日
付
読
売
新
聞

胃
ろ
う
な
ど
人
工
栄
養

中
止
可
能
に

老
年
医
学
会
が
指
針

胃
ろ
う
・

医
師
の
2
割
が
中
止
経
験

終
末
期
の
人
工
透
析

家
族
意
向
で
中
止
も

…
学
会
提
言

認
知
症
に
早
期
在
宅
ケ
ア

厚
労
省
が
来
年
度
か
ら
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